
防犯安全器具を効果的に活用するために 

子どもの安全を守る（学校編） 

¡校内で児童等が被害に遭うという痛ましい事件を背景に、都内の
小中学校等では、児童・生徒の安全を守るため、さすまた、盾、
催涙スプレーなどの器具（以下「防犯安全器具」という。）の導
入が進んでいます。

¡防犯安全器具は適切に使用することにより、最大の効果を発揮す
ることができます。しかし、どのような場面でも対応できる万能
な防犯安全器具はありません。

¡本マニュアルでは、学校に配備されている主な防犯安全器具の長
所、短所を示すとともに、防犯安全器具の配置方法や訓練方法等
の留意事項についてまとめています。

¡防犯安全器具の使用方法や防犯カメラを活用したモデル防犯訓練
の実際については、映像資料「子どもの安全を守る（学校編）」
をご覧ください。
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１ 学校における防犯安全器具の考え方

○ 侵入防止が基本
・学校における児童・生徒の安全確保の基本は、校門の施錠や入校証による
入 校者の把握、防犯カメラによる監視等により、不審者（正当な理由なく
校内に立ち入ろうとする者。以下同じ。）が校内に立ち入らないようにす
ることです。

○ 防犯安全器具は児童・生徒の安全を確保する最後の砦
・不審者が校内に立ち入った場合は、非常通報装置等により、ただちに警察
に通報してください。その上で、警察が到着するまでの間、児童・生徒を
掌握し、さすまたなどを活用して安全を確保しつつ、適切に避難誘導をす
るなど、人的被害の防止・軽減のための対策を講じてください。

２ 防犯安全器具の長所・短所と学校の特徴を理解する

○ 現在、都内の公立学校には、さすまた、ネット発射機、催涙スプレーなど
の防犯安全器具が配備されています。しかし、一つで万全の効果を発揮する
ものはなく、それぞれ長所、短所があります。それらを十分に理解した上で
使用方法を習得しておくことが必要です。

○ 緊急時に、常に防犯安全器具が手元にあるとは限りません。机、いすなど
近くにあるものを活用して安全を確保する方法についても習得しておくこと
が大切です。

○ 校舎や門の配置、教室のレイアウト、教職員の構成により、学校に適した
防犯安全器具の種類、数量は異なります。それぞれの学校の状況を踏まえて
防犯安全器具を配備しておくことが必要です。



さすまた、盾などは、 

教職員がすぐに手に取れる場所
にありますか。 

ネット発射機、催涙スプレー、杖などの保管場
所 

を全教職員が知っていますか。また、緊急時に
は、 

誰でもすぐに手に取れる状態になっていますか
。 

3 適切な場所に設置する

○ 防犯安全器具は、教職員がすぐに手に取れるが、不審者の手に渡る危険性
が低い場所に設置することが必要です。防犯安全器具が不審者の手に渡る
と、凶器にもなります。

○ 学校における職員室等の配置や不審者の侵入経路は様々です。学校毎に
平面図等を用いた図上訓練を行い、防犯安全器具の配置場所、配置数を随
時検証しておくことが必要です。



４ 実践的な防犯訓練を行う

○ 不審者は、いつ、どのような経路で学校へ侵入
してくるかは予測できません。防犯カメラを活用
した不審者の早期発見、児童・生徒の避難、不審
者の隔離、警察署への通報といった一連の防犯訓
練を日頃から行っておくことが重要です。

○ さすまたなど一定の訓練が必要な防犯安全器
具に関しては、訓練を受けた教職員を「取扱者」
として指定しておくことが望まれます。もちろ
ん、全ての教職員は、学校にある防犯安全器具
の基本的な使用法を身につけておくことが必要
です。

○ 防犯訓練にあわせて、防犯安全器具の種類、数
や設置場所、使用方法についても検証しておくこ
とが必要です。
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柄が長いため、刃
物を持った相手と
も距離を置いて安
全に対応すること
ができる。

スイッチを押すだ
けで使用できるた
め、腕力がない女
性でも使用できる。

至近距離で使用す
れば、十数分間は
相手の動きを制約
できる。

相手に対するダメ
ージが強いため、
適切に使用すれば
相手からの攻撃を
回避することがで
きる。

標準的な盾では身
体の３分の１を保
護できる。

さすまた

ネット
発射機

催 涙
スプレー

杖

盾

80％

17％

37％

19％

14％

相手方の腕力が上
回る場合には、相
手方の武器にもな
る。

誤射しても連射が
できない。
ネットの再利用は
できない。

狭い室内で使用し
た場合や風向きに
よっては使用者が
害を被る可能性が
ある。

相手に必要以上の
ダメージを与える
可能性がある。

足元への攻撃は防
げない。

相手を押さえよう
とする場合には、
複数のさすまたが
必要である。

電池で作動するの
で、定期的なメン
テナンスが必要で
ある。

保存期間を過ぎる
と効果が落ちる。

使用は首から下に
限るとともに、過
剰な打撃は行わな
い。

注１：都内学校普及率は、文部科学省「学校の安全管理の取組状況に関する調査」（平成18年度実績）による。（小数点以下は四捨五入）
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古紙配合率70％再生紙を使用しています 
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